
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会派グループ視察を行いました。 
 
緊急な課題である、｢歩きタバコ禁止条例｣と｢東海地震政策｣では、他市の

経験から良い所を学びとり実践します。 

中･長期的な｢南アルプス世界自然遺跡｣と｢中心市街地活性化(まちづくり

三法)｣では静岡市の特徴を出す方法として、継続し、可能性を見い出して

いきます。 

１
月
２
３
日
・
２
４
日 

｢
(

仮
称)

歩
き
タ
バ
コ
禁
止
条
例｣

の
制
定
に
向
け
て

広
島
市
の｢

ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例｣

に

つ
い
て
調
査
し
て
参
り
ま
し
た
。 

２
月
２
８
日
〜
３
月
２
日 

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
調
査
し
て
参

り
ま
し
た
。 

編集後記 
 

政令市に移行して１年が経ちました。本市では行財政改革を進める一方、駅

や中心街を核とした政令市らしい都市拠点の整備を実施しております。昨年度

から道路など市が管理する公共施設も増え、今までとは違った総合的なまちづ

くりが出来るようになりましたが、その分責任も大きくなりました。わが会派

でも、１年を通じ、グループ分けをしての視察や新しい施策に関する勉強会を

頻繁に行い、また南アルプスを世界自然遺産にしようという一致団結した活動

は南アルプス市まで巻き込み、今後大きなうねりになると予感します。当選回

数関係なく、どんな意見に対しても一生懸命議論を交わす様子は新人にとって

も意欲の湧く環境です。これからもわが会派にご期待ください 
 

＜発行責任者＞ 

自由民主党静岡市議団広報担当    佐地・亀澤・深澤 

〒420-0853 静岡市葵区追手町５番１号  054-254-2111（内線 4511） 

なぜ、グループ視察か？ 
 
今までは一人一人が興味のあることを

調査してきましたが、なかなか政策実

現に至らない。そこでいくつかの課題

について意識を共有し、会派としての

意見をまとめあげ政策提言をする事を

目的に行います。 

２
月
６
日
・
７
日 

東
海
地
震
へ
の
対
応
策
と
し
て
中
越
地
震
振
興
対
応

状
況
を
調
査
し
て
参
り
ま
し
た
。 

視察先：広島市 

深澤 陽一    青木 一男 

城内 里     遠藤 裕孝 

１
月
１
６
日
・
１
７
日 

ま
ち
づ
く
り
条
例
と
大
型
店
進
出
状
況
に
つ
い
て 

調
査
し
て
参
り
ま
し
た
。 

視察先：水戸市、加美町(宮城県) 

近藤 光男    千代 公夫 

井上 恒彌    亀澤 敏之 

視察先：屋久島 

繁田 和三   剣持 邦昭 

増田 進    田形 清信 
増田 進  石川 久雄  石上 顕太郎 

  佐地 茂人   牧田 博之 

視察先：上越市、長岡市 

講演会のお知らせ 
 
来たる３月２８日に南アルプスの魅

力について講演会を行います。 

参加は自由ですので是非ご参加下さ

い。 

講演：｢素晴らしき南アルプス 

    その輝きと価値｣ 

講師：南アルプス芦安山岳館 

   館長 塩沢 久仙 氏 

日時：３月２８日 午後１時から 

場所：静岡市役所第２委員会室 

私たちは皆様の要望を「かたち」 
として具体化していきます。 

 
18 年度の具体化した予算につきましては 

① 子育て支援として「集いの広場事業」 

② スクールカウンセリング事業の拡大 

③ 私立幼稚園助成と私立保育所支援 

④ 小規模授産所の補助拡大 

⑤ 公園整備への事業増加 

⑥ 道路予算のわく単確保（生活道路含む） 

⑦ 通学路の安全確保、交通安全整備 

⑧ 南アルプスの世界自然遺産への登録に 

向けて庁内検討協議会が組織化された 

などです。 

静岡市議会 

自由民主党 
静岡市議団 

会派広報 

発行：自由民主党静岡市議団広報担当 

第 3 号 

各
地
域
か
ら
選
出
し
て
い
る
議
員
が
多
い
会
派
で
あ

り
ま
す
、
自
民
党
市
議
団
は
静
岡
市
全
体
の
諸
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
政
策
集
団
で
あ
る
と
同
様

に
地
域
の
特
徴
を
尊
重
し
、
課
題
克
服
に
も
努
め
て
い

く
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
会
派
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

平成 18 年度当初予算 自由民主党市議団代表質問 

政務調査会長 佐地茂人  
平成 17 年度、会派で取り組んできた活動の総括を中心に、

自分が興味のある分野においては丁寧に質問を行いました。 

始めに、「政令指定都市・静岡」を市長に質問をし、今後の

静岡市と特徴のある静岡市についてご答弁を頂きました。若者

たちに希望が持てるまち、自然と地域性を生かしたまち、文

化・歴史薫る生涯いきいき生活できるまちを長期的に創り、短

期的には子育て支援と都心部の活性化、安心・安全・快適に暮

らせるまちについてを 3本柱とし、事業に特化した予算付けが

平成 18 年度の予算編成です。 
 

※他の主な項目については、内面をお読み下さい。 

 

こ
ん
に
ち
は 

市
議
会
の
会
派
広
報
を 

さ
ち 

茂
人
が 

お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

さち 茂人 (３４歳)  駿河区八幡在住 
 

家族構成：自分､妻､長女､長男､次女､次男､三男 
     の元気いっぱい７人家族。 
 

『こ の 静 岡 大 好 き !! 』でがんばります。 
ま ち  

平成１８年度当初予算が採択されました。 

私達は、特色のあるまち・静岡市を創造します！！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 １

．
政
令
指
定
都
市
静
岡
の
教
育
づ
く
り 

（
１
）
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
心
や
公
共
心
を
ど
の
よ
う
に
育
て 

昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
青
少
年
の
殺
傷
事
件
等
の
背
景

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
心
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

（
２
）
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応 

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

（
３
）
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
具
体
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ

る
の
か 

（
４
）
静
岡
市
の
民
間
人
材
の
活
用
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
ま
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
若
い
人
材
を
育
成
し
、

教
員
に
な
る
支
援
指
導
に
つ
い
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。 

２
．
次
世
代
へ
の
環
境
問
題
に
つ
い
て 

（
１
）
静
岡
市
科
学
館
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て 

①
次
世
代
へ
の
環
境
問
題
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

②
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。 

城
内 

里 

議
員 

駿
河
区 

４
期 

   
 

小
児
慢
性
疾
患
や
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・
児
童
が
希
望
す
る

保
育
施
設
・
教
育
施
設
に
通
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
。
そ
の
中
で
も
今
回
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
医
療
的

サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
入
園
・
通
学
が
出
来
る
は
ず
の
喉
頭
軟
化

症
、
小
児
Ⅰ
型
糖
尿
病
に
つ
い
て
質
問
と
提
案
を
し
ま
し
た
。

実
際
に
教
育
委
員
会
に
相
談
し
て
も
、
受
け
入
れ
の
対
応
を
築

く
の
に
非
常
に
困
難
を
伴
い
、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
現
状
で
、

事
前
に
準
備
を
す
る
こ
と
、
た
ら
い
回
し
に
し
な
い
よ
う
に
窓

口
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
出
来
る
だ
け
子
ど
も
や
親
の
希
望
通

り
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
検
討
を
い
た
だ
く
こ
と
を
主

張
し
ま
し
た
。 

深
澤 

陽
一 

議
員 

清
水
区 

１
期 

   
 １

．
国
道
３
６
２
号
整
備 

国
一
バ
イ
パ
ス
が
１
０
年
後
に
は
完
成
す
る
。
羽
鳥
イ
ン
タ
ー

ま
で
の
整
備
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
用
地
国
債
な
ど
使
い
早
期
に
実
現
を
！ 

２
．
清
流
条
例
制
定 

政
令
市
静
岡
の
特
徴
は
、
安
倍
・
藁
科
川
と
興
津
川
の
良
質
な

水
に
あ
る
。
後
世
に
渡
り
水
源
を
保
全
す
る
と
共
に
、
市
民
に

愛
さ
れ
る
川
と
し
て
努
力
を
！ 

３
．
お
茶
の
振
興 

１
４
政
令
市
の
中
で
、
一
次
産
業
の
占
め
る
割
合
が
静
岡
は
多

い
。
特
に
お
茶
は
日
本
一
、
ぜ
ひ
世
界
の
静
岡
へ
情
報
発
信
し

て
欲
し
い
。
茶
畑
中
心
に
耕
作
放
棄
地
が
激
増
し
て
い
る
が
、

後
継
者
対
策
な
ど
し
っ
か
り
し
た
政
策
を
実
行
し
て
い
く
べ

き
だ
。 

千
代 

公
夫 

議
員 

葵
区 

３
期 

   
 浸

水
対
策
に
つ
い
て 

（
１
）
麻
機
遊
水
池
事
業
に
つ
い
て 

①
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か 

②
一
日
も
早
い
完
成
が
待
た
れ
る
が
全
体
の
完
成
予
定
は 

（
２
）
浸
水
対
策
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

①
４
１
ヶ
所
の
工
事
予
定
は 

②
１
期
、
２
期
、
Ｈ
２
７
年
以
降
と
分
け
た
理
由
は 

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
土
地
（
道
路
・
公
園
）
に
つ
い
て 

（
１
）
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き
に
つ
い
て 

①
決
定
に
当
た
り
住
民
の
意
見
は 

②
都
市
計
画
決
定
後
、
永
年
未
着
手
の
箇
所
の
見
直
し
は
考

え
て
い
な
い
か
。 

安
倍
川
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て 

（
１
）
安
倍
川
駅
周
辺
を
ど
の
様
な
位
置
づ
け
で
整
備
す
る
の
か 

①
駅
舎
、
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
整
備
を
考
え
て

い
る
の
か 

②
駐
輪
場
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か 

③
バ
ス
乗
降
場
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
、
区
役
所
ま
で
の
バ
ス

路
線
は 

田
形 

清
信 

議
員 

駿
河
区 

３
期 

平成１８年度当初予算市議会２月定例会で質問を行いました。 

   
 

「
特
色
あ
る
教
育
行
政
に
つ
い
て
」
と
「
山
間
地
の
幹
線
道

路
整
備
」
の
ほ
か
「
静
岡
型
政
令
市
」
と
「
三
位
一
体
改
革
と

予
算
編
成
」
の
４
項
目
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
方
を
伺
い
ま
し

た
。
な
か
で
も
「
中
山
間
地
に
お
け
る
複
式
学
級
の
解
消
に
つ

い
て
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
保

護
者
か
ら
の
強
い
要
望
の
も
と
、
教
育
の
機
会
均
等
や
一
定
水

準
の
確
保
な
ど
都
市
部
の
学
校
と
の
差
を
解
消
す
る
た
め
、
本

年
４
月
か
ら
賤
機
北
小
、
大
河
内
小
、
玉
川
小
、
水
見
色
小
、

清
水
宍
原
小
の
５
校
に
非
常
勤
講
師
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
政
令
市
と
し
て
全
国
初
の
試
み
と
な
り
市

民
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 繁

田 

和
三 

議
員 

葵
区 

１
期 

    
 平

成
１
８
年
度
当
初
予
算 

自
由
民
主
党
市
議
団
代
表
質
問 

 
 

 
 

 
 

 

駿
河
区
２
期 

佐
地 

茂
人 

議
員 

 

数
多
く
の
質
問
を
行
っ
た
の
で
、
時
間
に 

追
わ
れ
た
こ
と
、
勉
強
量
が
大
量
だ
っ
た 

こ
と
・
・
・
良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま 

し
た
。 

こ
だ
わ
っ
た
所
は
、
「
子
育
て
支
援
策
」

に
対
す
る
質
問
で
市
長
か
ら
は
「
感
受
性
の

豊
か
な
子
供
が
多
く
成
長
す
る
よ
う
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
」

旨
の
ご
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
以
下
の
５
項
目
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。 

①
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
３
ヵ
年
で
３
９
箇
所

整
備
す
る
が
、
今
必
要
と
し
て
い
る
保
護

者
の
気
持
ち
や
対
象
学
年
と
今
後
に
つ

い
て
を
聞
き
ま
し
た
。 

②
保
育
所
入
所
に
つ
い
て
は
急
激
に
必
要

と
し
て
い
る
地
区
に
対
応
し
た
定
員
拡

大
と
途
中
入
所
へ
の
対
応
を
聞
き
ま
し

た
。 

③
新
た
な
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
会
派

で
要
望
し
て
い
た
「
集
い
の
広
場
事
業
」

の
準
備
状
況
。 

④
会
派
の
勉
強
会
で
取
り
上
げ
た
、
「
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
の
拡
大
」
で

は
中
学
生
だ
け
で
な
く
小
学
生
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

⑤
母
子
家
庭
等
の
自
立
支
援
と
し
て
就
業

応
援
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
の

お
母
さ
ん
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
主
な
質
問
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

＊
人
口
減
少
、
地
域
経
済
と
産
業
構
造
の 

変
化 

＊
歳
出
の
削
減
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
、 

特
殊
勤
務
手
当
て
の
見
直
し 

＊
こ
と
ぶ
き
乗
車
券
の
見
直
し
と
保
育
所 

 

の
民
営
化 

＊
都
心
部
の
活
性
化
と
有
効
な
道
路
行
政 

＊
企
業
立
地
助
成
で
定
住
人
口
の
増
加 

＊
地
震
と
風
水
害
へ
の
対
策 

＊
登
下
校
時
の
子
供
被
害
対
策 

＊
日
本
平
山
頂
整
備
と
都
市
・
街
路
（
身
近 

な
）
公
園
の
整
備 

＊
歩
き
た
ば
こ
禁
止
条
例 

＊
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
対
応 

に
つ
い
て 

＊
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
援 

＊
美
和
地
区
複
合
施
設
、
市
立
美
術
館
、 

な
ど
新
規
事
業
に
つ
い
て 

＊
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備 

 

今
回
の
予
算
編
成
で
は
自
民
党
市
議
団
の

「
１
８
年
度
予
算
要
望
に
つ
い
て
」
も
多
く
組

み
込
ん
で
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

 

平
成
１
８
年
度
も
自
民
党
市
議
団
の
活
動
に

ご
期
待
下
さ
い
。 

   
 

「
小
島
陣
屋
跡
の
保
存
に
つ
い
て
」 

国
指
定
文
化
財
申
請

に
つ
い
て
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
の
質
問
を
し
た
と
こ

ろ
、
江
戸
時
代
の
小
島
藩
主
で
あ
る
松
平
氏
の
本
拠
地
で
、
そ

の
跡
地
は
保
存
状
態
も
大
変
良
く
、
御
殿
が
残
る
全
国
唯
一
の

陣
屋
跡
で
あ
る
。
文
化
財
の
価
値
も
高
ま
っ
て
お
り
、
文
化
庁

と
の
協
議
と
指
導
を
受
け
、
地
権
者
の
国
へ
の
史
跡
指
定
の
同

意
を
得
て
手
続
き
を
行
っ
た
。
市
の
総
合
計
画
の
中
で
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
と
の
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
「
興
津
川
に
か
か
る
保
水
力
の
確
保
、
維
持
、
豊
か
な

森
林
の
確
保
」
の
考
え
方
を
伺
い
ま
し
た
。 

遠
藤 

裕
孝 

議
員 

清
水
区 

２
期 

   
 本

市
に
お
け
る
防
犯
・
防
災
の
充
実
に
つ
い
て
。 

最
近
、
市
内
に
お
い
て
、
小
・
中
学
校
に
対
し
て
不
審
な
声

か
け
、
わ
い
せ
つ
行
為
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
他
市
で
は
、
尊

い
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

の
犯
罪
の
防
止
と
防
犯
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
当
局
に
伺
い
ま

し
た
。
又
、
近
い
将
来
来
る
と
い
わ
れ
て
い
る
「
東
海
地
震
」

に
対
し
て
、
中
越
地
震
か
ら
学
ん
だ
問
題
点
、
各
種
団
体
、
自

主
防
災
会
等
の
、
組
織
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
当
局
に
伺
い

ま
し
た
。 

政
令
市
「
静
岡
市
」
と
し
て
の
国
際
交
流
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。 

こ
れ
か
ら
の
具
体
的
な
国
際
化
の
推
進
と
、
本
市
の
と
る
国

際
貢
献
・
国
際
協
力
の
事
業
の
概
況
に
つ
い
て
当
局
に
伺
い
ま

し
た
。 

亀
澤 

敏
之 

議
員 

駿
河
区 

１
期 

   
 

徳
川
家
康
公
駿
府
城
入
城
四
〇
〇
年
祭
事
業
に
つ
い
て 

「
家
康
公
を
学
び
、
想
い
を
感
じ
、
新
た
な
都
市
づ
く
り
に

ス
タ
ー
ト
す
る
」
こ
の
事
業
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
市

民
の
力
を
借
り
て
政
令
市
静
岡
の
存
在
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
ほ
し
い
。 

南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て 

南
ア
ル
プ
ス
は
富
士
山
に
次
ぐ
日
本
第
二
位
の
高
峰
「
北
岳
」

を
は
じ
め
３
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
十
三
座
を
有
し
、
そ
の
内

十
座
が
静
岡
市
に
有
る
。
こ
の
地
に
し
か
な
い
「
キ
タ
ダ
ケ

ソ
ウ
」
を
始
め
、
南
ア
ル
プ
ス
は
ハ
イ
マ
ツ
や
天
然
記
念
物

の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
が
世
界
の
最
南
限
で
あ
る
。
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
力
を
し

て
い
こ
う
。 

近
藤 

光
男 

議
員 

駿
河
区 

６
期 


